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IV　調査成績

1，貧血の程度と年齢との蘭係（第1表）

第1表　貧血の程度と年齢との関係、
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　3．貧血の程度と分娩週数（第3表）

　第3表　貧血の程度と分娩週数
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　4，貧血の程度と分娩時間との関係 1、・、
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第5表　貧血の程度と分娩時間との関係（経産婦）
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第3図貧血と分娩時間との関係 （経産婦）』　瓜＝＝
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婁三一貧血の程度遵浮腫 （第 g表）
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9．　貧血の発現時期と年齢．（第10表）

　妊娠27週以前では30歳台の方が20歳台より貧血の発現

時期が早い。　 　　　　　　　　　　　　　　　、、

10，貧血の程度と浮腫発現時期乏ゐ関係（第11衷）
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66s恥WkSl
ん2缶6。　　r■　1　1

鋼仰← 臥b。～ 鋤D幽　　㌧’r

麹四 工

Cgり1・

　　　o
0．9　　『0

　　　Oo315
・鴫　　　3 ρ．6．

L　　㌔o

　　 』｝

鼻P』0　　　8

’ ・　o　　o

0α

16

翠1・ア　　・5 81了

　　　2

17．4
　　・41

卜　　 　「

艦
43乙511

｛、10

垂oα0

23

Mild

1ド215　　

2
　　L
2．5

　　2
25．0
　　4

12・す　　　2一　　『　臼　　鴨∫α0、　　　0 辱醜占＿』曽57し1，

　　　4
s留働

42．9
　　3

0．O

　o

　　一
．O

　o

対照群と貧血群との間に浮腫発現時期の有意差は認め

誘欝群轡36讐噴堅遡・塑
一1翫梛経産別頒醗現時期（第1恥

1轡1鯉糟轡符れ弊
　　　 』顎，第瞳』鶴脚と勧？発聯
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比比較検討したが，いずれも対照群と軽症。重症貧血群

との間には有意差は認められなかった。

w　考 察

　妊婦貧血の年齢別・初経産別の検討において，本調査

dは20歳台より30歳台の方が貧血例が多く1・貧血の発現

時期も早いが，初産婦と経産婦との間には貧血g程度の

差はなかった。諸家の報告によると，概して，30歳台の

妊婦｝ま20歳台の妊婦より，また経産婦は初産婦よりHb

値は低＜，貧血の出現率は高い傾向にあるとされてい

る6これうはピ妊娠による負荷が高齢程早い時期からカ）か

り易く，造血機能も低下し，若い程妊娠に対する適応力

耀ら1囑劔輿灘鶴膨経産鋤渉鋤離婦
は前回夢脚による影響として潜在性鉄欠乏の存在力1ある

rために，初産婦より血液値は低く，貧血の発現時期も早

い傾向があると考えられる。

　妊婦貧卑の母児に与える影響についての知見をみる

と，早産，宋熟児分娩の傾向がある。微弱陣痛，遷延分

・娩を招来する，分娩時串血畳が多い。新生犀貧血をひき

おこすなどの報告がある？本調査り成績では，貧血妊婦

の早産，未熟児分娩の傾向は認められず，新生児貧血ζの

関連も存在しなか 6為し分挽時間は貧血群の方が長くな

る傾向があり諏弱陣郷・躍婦では重症勉群に茜

いて脇縞かづた魁経産婦では対照群と貧血群との

間に有成差ぱ認められなかった。 分娩時出血量は，今回

の調査では出血章り平均値による比較検討を行なわず，

出雌75叫以上の微鯛照群と貧血群と見較してみ

たが，貧血群の方が多く， やはり諸家の報告と同様の結

果が得られた。

　妊娠中毒症および浮腫に関しては，妊娠後期に貧血妊1

婦に多発し易いという報告がある汎本調霞では貧血群‘

に妊娠中毒症罹患が多いという成績は得られなかった

が，浮腫は重症貧血群に多い傾向があった。一般的に貧

血が中毒症をひきおこすか，・中毒症が貧血の原因となる、

のか問題になっているが， r妊娠中毒症の一異型として妊

婦貧血を唱える人もおり， ・また中毒症によって骨髄造皿

機能が障害されてヤ・るともいわれてい為。浮腫は妊娠の

随伴現象たる循環血液量の増加によって生ずる貧血，す

’なわち，水血症傾向が」園となうているのであろう。

対象児鵬して縄蝉瞬仮死の搬 血液性
状1日齢5日まオめ体重減少状態」および満乳歳時の歩・・

行通過率など，対照群と貧血群との間に有意差がなから．

たのは，同調査の貧卑妊婦に早産傾向，妊娠中毒症傾向1’

一19一



・日本総合愛育研究所紀要 第14集、

がなかづたことと密接に関連があると思われる。

’以上述べたごとく 嘉諸家の報告ど本調査とは必ずしも

一致しだ結果は得られなか逸9

　その理由として，妊婦の貧血は早期に発見され，早期・

に十分饗治療が施されるたぬ実際φ貧血期間が短いら、

また愛育病院産科へ通院する妊婦は，・生活水準，経済水

準が他の弛域と些轄すると商く，．，寧寧ぴあっても必ザし

も栄養摂取状態ボ悪いとは限らず，都会の便利さにも加

えて，かなり日常生活にはゆとワがあ為づ1＝般に低所得

階層ほど栄養摂取不足がちで，しかも過重労働を余儀な

くされφすいので， 貧血に加え，寸これらの要因も母児に

影響をおよぽずこ≧も十分考えられる吐耳lll、』

V　ま　と．め
－』

r婬娠浮腫の有無等身体的要因の影響を受ける。：さらに

』労働i家族の経済状況， 栄養摂取状況 居住地域などの

茸会生病の輩肇胃重無螺宇り鉾卯◎髪場硯塗饗脅らぬ影

響を与え，相互に関連し合って，分娩時間，陣痛の強

慧㈱雌琴どに繍を轡す；1柔轡が

以五妊馴紬を示慾至る韻継び瞬の鋤
が母児に与える影響を洞察することは母性の健康管理上

・璽要なことと考えられ為。そして妊塀時の錬代謝の特異

蛎すなわち講児湘卿発敵筋鉄額φ増加
、蜂娠週数の進行鱒伴う血清鉄め減少などを理解し，妊婦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ咽する麟微善漱の稀等によって・ 触の予防
治療対策を推進することが望まれる5

，婬婦⑫貧皿は，①年臨②経産犀数， 璽婬塀週熱④
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